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【工作物等について】 
▲路上に植木鉢や自転車、車などが置かれ、幅員が狭くな
っている場所がある。 

▲木が伸びて電線に触れそうな箇所があり危険。 
▲角地に物が置かれて車が曲がりにくい箇所がある。 
▲個人宅の駐車用スロープの段差で自
転車が転倒しそう。特に鉄製の場合、
雨の日に滑るため危険。 

▲高さ 1.6ｍ以上のブロック塀があり危険。 
▲古い万年塀があり危険。（→⓫） 
▲電柱の陰に人や自転車が隠れ、急に
飛び出してくるため危ない。 

▲建物が後退して道路が拡がっても、
道路上の電柱によって幅員が狭いま
まの場所がある。（→⓬） 

●私道の入り口にある車止めによっ
て、歩行者以外入って来ないため安
全である。（→⓭） 

 

まち歩き結果の整理 （グループワークで出された意見の抜粋です） 

【道路の幅員について】 
▲道路の幅員が拡がると良い。（→❷） 
▲保育園やデイサービスの車等、交通量が多いため、歩
行者が避けられるスペースがあると良い。（→❻） 

▲道路の幅員がバラバラである。意外と車の交通量が多
い。（→❼） 

【ごみ捨てについて】 
▲収集日を守らない人がおり、更に町会
の範囲を越境して出す人もいる。 

▲ごみが分別されていないこともある。 

【活用できそうな空間等】 
●小松川高校のグラウンドや運動場等の広いスペースは
活用できると良い。 

●東京都が所有している土地（空き地）と建物を、避難場
所や公園等に利用できるようにしてほしい。（→⓮） 

【商店街について】 
▲昔に比べて商店街の商店が少なく
なった。商店街を残してほしいが
どうしたらよいか。 

●商店街を背景に撮影している人を
見かけたことがある。商店街は良
い景観なのかもしれない。 

▲課題・問題点に関する意見  ●魅力・資源に関する意見 

【道路について】 
▲角地に隅切り※がない箇所が多い。
一方で、隅切りをするとトラック等
が進入しやすくなるため、通過交通
が増えることが懸念される。 

▲夜は人通りが少なく、怖い。（→❶） 
▲歩行者・自転車・車の交通量が多い。
特に朝と夕方は、高校生の登下校で
交通量が増える。（→❷） 

●路地裏で子どもたちが遊んでいる。
（→❸） 

●路地は子どもの遊び場になっている。 
●旧水路は、生活道路としては便利な
ため、日常的に利用する。（→❹） 

●庚申塚通りは、歴史的な道であるた
め活かしたい（→❺） 

※隅切りのイメージ 

【公園・みどりについて】 
▲個人敷地から木がはみ出している箇所が多い。 
●パンダ公園は、老朽化しているが地域の大事な拠点に
なっている。（→❾） 

●庭木が多いお宅があり、緑にいやされる。 
●小松川第二児童遊園は、地域の行事などでよく使われ
ている大事な空間である。（→❿） 

【建物について】 
●地区の南側は、北側に比べて狭小住宅が少ない。 
●新しい住宅群は理想的な住環境である。（→❽） 
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